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赤
猪
子
伝
承
と
井
手
の
下
帯
説
話

）一（

　
我
国
古
代
の
伝
承
の
中
に
は
、
水
辺
で
来
臨
す
る
神
を
迎
え
、
奉
仕
す
る
巫

女
と
、
神
と
の
聖
婚
を
語
る
、
水
辺
の
神
婚
謂
の
流
れ
が
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る

丹
塗
矢
型
神
婚
説
話
が
そ
う
で
あ
る
し
、
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ビ
メ
は
笠
狭
の

御
碕
で
機
を
織
り
っ
っ
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を
迎
え
、
海
神
の
女
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ

は
海
神
宮
門
前
の
井
の
ほ
と
り
で
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
と
出
会
っ
て
、
結

婚
し
て
い
る
。
右
の
話
は
、
神
婚
謂
が
文
字
通
り
神
婚
を
語
る
も
の
と
し
て
受

け
っ
が
れ
た
例
で
あ
る
が
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、
本
来
神
婚
謂
で
あ
っ
た

も
の
が
、
天
皇
の
妻
問
い
説
話
へ
と
変
容
を
と
げ
た
例
も
あ
っ
た
。
神
武
天
皇

が
狭
井
河
の
ほ
と
り
で
イ
ス
ケ
ヨ
リ
ヒ
メ
と
結
婚
し
た
話
も
、
本
来
は
、
そ
の

名
か
ら
し
て
も
神
を
迎
え
る
巫
女
的
女
性
で
あ
っ
た
イ
ス
ケ
ヨ
リ
ヒ
メ
と
三
輸

山
の
神
と
の
神
婚
伝
承
が
、
神
を
初
代
天
皇
に
す
り
変
え
て
、
神
武
天
皇
の
妻

　
　
　
　
　
水
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訪
い
伝
承
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
と
り
上
げ
る
赤
猪
子

の
話
も
、
も
と
も
と
雄
略
天
皇
の
妻
問
い
説
話
で
は
な
く
、
三
輸
の
神
と
三
輸

一
族
の
巫
女
赤
猪
子
と
の
神
婚
説
話
で
あ
っ
た
。

　
　
　
亦
一
時
、
天
皇
遊
び
行
で
ま
し
て
、
美
和
河
に
到
り
ま
し
し
時
、
河
の

　
　
辺
に
衣
洗
へ
る
童
女
有
り
き
。
其
の
容
姿
甚
麗
し
か
り
き
。
天
皇
其
の
童

　
　
女
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
は
誰
が
子
ぞ
。
」
と
と
ひ
た
ま
へ
ば
、
答
へ

　
　
て
白
し
し
く
、
「
己
が
名
は
引
田
部
の
赤
猪
子
と
謂
ふ
ぞ
。
」
と
ま
を
し
き
。

　
　
爾
に
詔
ら
し
め
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
は
夫
に
嫁
は
ざ
れ
。
今
喚
し
て
む
。
」

　
　
と
の
ら
し
め
た
ま
ひ
て
、
宮
に
還
り
坐
し
き
。
故
、
其
の
赤
猪
子
、
天
皇

　
　
の
命
を
仰
ぎ
待
ち
て
、
既
に
八
十
歳
を
経
き
。
是
に
赤
猪
子
以
為
ひ
け
ら

　
　
く
、
命
を
望
ぎ
し
間
に
、
已
に
多
き
年
を
経
て
、
姿
誰
痩
せ
萎
み
て
、
更

　
　
に
侍
む
所
無
し
。
然
れ
ど
も
待
ち
し
情
を
顕
さ
ず
て
は
、
侶
き
に
忍
び
ず
、

　
　
と
お
も
ひ
て
、
百
取
の
机
代
物
を
持
た
し
め
て
、
参
出
て
貢
献
り
き
。
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（
雄
略
記
）

　
雄
略
天
皇
が
赤
猪
子
に
出
会
っ
た
美
和
河
（
三
輪
川
）
は
、
三
輪
山
付
近
を

流
れ
る
泊
瀬
川
を
い
う
。
こ
こ
で
「
河
の
辺
に
衣
洗
へ
る
童
女
」
と
さ
れ
る
赤

猪
子
に
は
、
三
輸
川
の
ほ
と
り
で
神
衣
を
織
り
つ
つ
、
三
輪
の
神
の
来
臨
を
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
巫
女
の
姿
が
透
け
て
見
え
る
が
、
「
引
田
部
の
赤
猪
子
」
な
る
名
前
か
ら
す

る
と
、
彼
女
は
引
田
部
氏
出
身
の
豪
族
の
女
で
、
一
族
の
奉
斎
す
る
神
に
仕
え
、

そ
の
嫁
と
な
る
巫
女
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
引
田
部
氏
は
、
「
天
武
紀
」
十
三
年
五
月
二
十
八
日
条
に
、

　
　
三
輪
引
田
部
君
難
波
麻
呂
を
大
使
と
し
、
桑
原
連
人
足
を
小
使
と
し
て
、

　
　
高
麗
に
遣
す
。

『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
二
年
二
月
七
日
条
に
、

　
　
大
和
国
人
従
七
位
下
大
神
引
田
公
足
人
（
中
略
）
等
廿
人
賜
姓
大
神
朝
臣
。

と
あ
り
、
『
三
代
実
録
』
仁
和
三
年
三
月
一
日
条
に
、

　
　
大
神
引
田
朝
臣
。
大
神
楮
田
朝
臣
。
大
神
掃
石
朝
臣
。
大
神
真
神
田
朝
臣

　
　
等
。
遠
祖
難
レ
同
。
派
別
各
異
。

と
あ
る
よ
う
に
、
三
輪
氏
の
枝
族
で
あ
っ
た
。
そ
の
本
貫
は
、
「
神
名
式
」
上
、

大
和
国
城
上
郡
条
に
「
曳
田
神
社
二
座
」
、
『
和
名
抄
』
巻
六
、
大
和
国
城
上
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
き

に
「
蹄
田
」
の
郷
名
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
現
在
乗
田
神
社
の
あ
る
桜
井
市
大

　
し
ら
が

字
白
河
の
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
引
田
部
赤
猪
子
は
、
本
来
本
貫

地
に
あ
る
乗
田
神
社
に
奉
仕
す
る
巫
女
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
は
引
田
部
氏
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

ら
さ
し
出
さ
れ
て
、
三
輪
山
の
神
に
仕
え
る
身
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
高
崎
正
秀
氏
は
、
水
辺
で
衣
を
洗
う
赤
猪
子
が
水
の
鎮
魂
に
関
す
る
家
柄
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・

神
の
来
り
懸
る
魂
想
姫
で
あ
る
と
さ
れ
つ
つ
、
赤
猪
子
の
あ
か
が
梵
語
「
悶

伽
」
渡
来
以
前
か
ら
湧
水
を
指
す
我
国
の
古
語
で
あ
っ
た
と
し
、
『
古
今
著
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

集
』
巻
十
に
出
る
「
水
の
女
」
高
島
大
井
子
を
傍
証
と
し
て
、
赤
猪
子
も
赤
井

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
と
す
る
も
の
が
も
っ
と
も
古
人
の
真
意
に
近
か
っ
た
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
た
。

尾
畑
喜
一
郎
氏
は
、
引
田
部
氏
は
田
の
祭
祀
に
関
与
す
る
聖
職
に
あ
り
、
赤
猪

子
に
は
大
井
子
と
同
様
、
田
の
信
仰
が
貫
通
し
て
い
る
と
見
て
、
こ
れ
を
水
霊
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と
呪
農
の
根
源
威
霊
を
司
る
女
性
と
考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
氏
は
、
猪
子
は

農
耕
儀
礼
に
参
与
す
る
女
巫
で
、
そ
の
名
辞
は
、
何
人
あ
っ
て
も
よ
い
は
ず
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

田
の
「
水
の
女
」
の
佳
名
（
井
子
）
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

土
橋
寛
氏
は
、
赤
猪
・
白
猪
は
山
の
神
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
大
穴
牟
遅
神

は
兄
神
た
ち
か
ら
伯
書
の
手
聞
山
に
い
る
赤
猪
を
退
治
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、

倭
建
命
は
伊
吹
山
の
神
の
化
身
た
る
白
猪
に
出
逢
っ
て
病
に
な
っ
た
こ
と
、
白

河
部
落
付
近
の
山
中
で
は
玩
在
も
猪
が
多
く
獲
れ
る
こ
と
を
挙
げ
て
、
赤
猪
子

は
山
部
の
民
と
も
い
う
べ
き
引
田
部
の
巫
女
的
存
在
で
、
こ
の
山
の
霊
獣
を
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

に
負
う
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
論
さ
れ
、
守
屋
俊
彦
氏
も
、
赤
猪
を
名
に
し
て

い
る
彼
女
は
、
山
の
神
と
し
て
の
赤
い
猪
に
仕
え
る
聖
な
る
女
性
－
巫
女
１
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
、
、

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
赤
猪
子
」
な
る
表
記
を
重
ん

じ
、
古
代
信
仰
に
お
け
る
赤
と
い
う
色
や
、
猪
な
る
獣
の
意
味
、
さ
ら
に
乗
田



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

神
社
周
辺
の
地
勢
を
考
え
る
な
ら
ば
、
猪
子
は
井
子
で
は
な
く
、
そ
の
名
前
は

あ
く
ま
で
も
猪
に
由
来
す
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
乗
田
神
社
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら
が

鎮
座
す
る
現
桜
井
市
大
字
白
河
の
集
落
（
旧
白
川
村
）
は
、
長
谷
寺
の
西
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
瀬
山
の
南
中
腹
に
立
地
す
る
山
村
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
右
の
こ
と
は
、
必
ず
し
も
赤
猪
子
が
「
水
の
女
」
で
あ
っ
た
こ
と

を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
乗
田
神
社
の
社
前
の
川
に
は
石
棺
を
転
用
し
た

轟
橋
が
あ
っ
て
、
背
後
の
山
中
に
迩
驚
淵
と
称
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
『
大
和

名
所
図
会
』
に
も
「
乗
田
神
社
。
白
河
村
、
轟
滝
の
上
に
あ
り
、
今
白
山
社
と

　
　
　
　
　
　
＠

称
す
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
神
杜
の
周
辺
に
は
、
ま
ご
う
こ
と

な
き
水
の
信
仰
が
存
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
乗
田
神
社
は
集
落
の
西
南
端

に
鎮
座
し
、
大
己
貴
命
・
高
寵
神
・
豊
受
比
売
命
を
祭
る
（
あ
と
の
二
柱
は
後

の
合
祀
）
が
、
集
落
の
北
山
に
は
高
寵
神
杜
が
鎮
座
し
て
俗
に
高
山
神
社
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

い
は
竜
王
さ
ん
と
称
し
、
雨
乞
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
と
も
い
う
。

「
乗
」
と
は
稲
束
の
意
で
あ
る
が
、
山
田
を
守
り
、
そ
こ
か
ら
の
収
穫
を
頼
り

と
し
て
生
き
た
山
部
の
民
に
は
、
田
を
霜
す
水
と
、
そ
の
水
の
源
で
あ
る
山
へ

の
信
仰
が
、
強
く
結
び
合
わ
さ
れ
て
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
赤
猪
子
は
、
山
の

神
に
仕
え
つ
つ
、
水
の
祭
祀
に
も
奉
仕
す
る
巫
女
で
あ
り
、
こ
う
し
た
巫
女
の

神
婚
謂
に
お
い
て
は
、
神
と
巫
女
の
聖
婚
が
農
作
物
の
豊
饒
を
も
た
ら
す
と
、

信
じ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

水
辺
の
求
婚

）
一
一

（

　
こ
こ
で
問
題
は
、
本
来
、
三
輸
氏
一
族
の
巫
女
と
三
輸
山
の
神
と
の
神
婚
謂

で
あ
っ
た
は
ず
の
も
の
が
、
引
田
部
の
赤
猪
子
に
対
す
る
雄
略
天
皇
の
妻
問
い

説
話
に
変
容
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
度
の
政
治
性
を
帯
び
た
点
に
あ
る
。
「
雄

略
記
」
は
、
こ
の
引
田
部
の
赤
猪
子
の
話
の
前
後
に
、
若
日
下
部
王
と
吉
野
童

女
に
対
す
る
雄
略
天
皇
の
求
婚
謹
を
配
す
る
。
こ
れ
ら
連
続
す
る
三
つ
の
妻
問

い
説
話
は
、
雄
略
天
皇
の
卓
越
し
た
色
好
み
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
古
代

天
皇
の
色
好
み
は
王
者
性
の
証
し
で
あ
り
、
ま
た
、
非
常
に
政
治
的
な
色
彩
の

濃
い
も
の
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
国
を
併
せ
る
こ
と
は
国
々
の
神
を
自
分

の
宮
廷
に
集
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
誤
り
な
い
方
法
は
、
国
々
の
神

に
仕
え
る
最
高
の
巫
女
を
妻
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
王
者
は
、

多
く
の
女
性
を
一
身
に
併
せ
持
ち
つ
つ
、
そ
の
女
性
達
と
の
愛
の
生
活
を
破
綻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

な
く
円
満
に
遂
行
す
る
こ
と
を
徳
と
し
た
の
で
あ
る
。
大
国
主
神
や
仁
徳
天
皇

の
妻
問
い
の
話
な
ど
す
べ
て
そ
う
で
あ
る
が
、
応
神
天
皇
と
矢
河
枝
比
売
の
話

に
、
そ
の
典
型
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
故
、
木
幡
村
に
到
り
坐
し
し
時
、
麗
美
し
き
嬢
子
、
其
の
道
衡
に
遇
ひ
き
。

　
　
爾
に
天
皇
其
の
嬢
子
に
問
ひ
て
日
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
は
誰
が
子
ぞ
。
」

　
　
と
の
り
た
ま
へ
ば
、
答
へ
て
白
し
し
く
、
「
丸
適
之
比
布
礼
能
意
富
美
の

　
　
女
、
名
は
宮
主
矢
河
枝
比
売
ぞ
。
」
と
ま
を
し
き
。
天
皇
即
ち
其
の
嬢
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
吾
明
日
還
り
幸
で
ま
さ
む
時
、
汝
が
家
に
入
り

　
　
坐
さ
む
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
故
、
矢
河
枝
比
売
、
委
曲
に
其
の
父
に

　
　
語
り
き
。
是
に
父
答
へ
て
日
ひ
け
ら
く
、
「
是
は
天
皇
に
坐
す
那
理
。
恐

　
　
し
、
我
が
子
仕
へ
奉
れ
。
」
と
云
ひ
て
、
其
の
家
を
厳
錺
り
て
侯
ひ
待
て

　
　
ば
、
明
日
入
り
坐
し
き
。
故
、
大
御
饗
を
献
り
し
時
、
其
の
女
矢
河
枝
比

　
　
売
命
に
、
大
御
酒
蓋
を
取
ら
し
め
て
献
り
き
。
　
　
　
　
　
　
（
応
神
記
）

　
天
皇
が
遊
幸
の
際
出
会
っ
た
女
に
名
を
聞
い
て
結
婚
の
約
束
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
、
女
の
容
姿
が
「
麗
美
」
（
矢
河
枝
比
売
）
、
「
甚
麗
」
（
赤
猪
子
）
と
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
雄
略
天
皇
と
赤
猪
子
の
話
に
共
通
す
る
も
の
を
多
く
有

す
る
話
と
言
え
よ
う
。
そ
も
そ
も
、
神
婚
謂
や
、
神
婚
謂
の
流
れ
を
汲
む
天
皇

の
妻
問
い
説
話
の
女
性
は
、
「
容
姿
麗
美
」
（
セ
ヤ
タ
タ
ラ
ヒ
メ
）
、
「
容
姿
端
正

（
イ
ク
タ
マ
ヨ
リ
ビ
メ
）
、
「
顔
容
麗
美
」
「
姿
容
端
正
」
（
髪
長
比
売
）
な
ど
と
、

容
姿
を
讃
美
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ビ
メ
・
黒
比
売
．
吉

野
川
の
童
女
も
同
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
女
性
は
す
べ
て
神
に
仕
え
る
巫
女

と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
矢
河
枝
比
売
、
赤
猪
子
と
て
例
外
で
は

な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
天
皇
の
求
め
に
応
じ
て
名
の
る
の
は
、
求
婚
に
応
じ
て
服
属
を
誓
う

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
天
皇
が
婚
約
し
て
一
旦
去
る
の
は
、
女
が
属
す
る
氏
族
と

の
問
に
幾
許
か
の
緊
張
関
係
が
存
し
、
調
整
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
の
説
話
的

脚
色
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
が
神
の
嫁
を
点
定
す
る
神
婚
謂
に
あ
っ
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

婚
約
が
不
要
で
あ
る
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
矢
河
枝
比
売
の
場
合
は
調
整

が
円
滑
に
行
わ
れ
た
が
、
倭
建
命
の
東
征
に
際
し
て
は
、
命
は
尾
張
国
造
の
祖

美
夜
受
比
売
と
婚
約
し
て
東
国
に
赴
き
、
尾
張
国
に
凱
旋
し
て
後
、
比
売
と
結

婚
し
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
尾
張
は
東
国
と
畿
内
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝

で
あ
り
、
東
国
へ
の
海
上
交
通
権
は
、
海
人
族
た
る
尾
張
氏
の
手
に
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
命
の
東
征
が
成
功
す
る
た
め
に
は
、
美
夜
受
比
売
と
の
結
婚
が
必
須

の
要
件
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
最
初
は
婚
約
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
山
上
伊
豆
母
氏
は
、
尾
張
氏
の
支
配
が
大
和
朝
廷
の
東
国
進
出
の

第
一
関
門
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
初
期
に
は
そ
れ
が
容
易
に
成
功
し
な
か
っ

た
と
い
う
史
的
な
反
映
と
も
、
「
熱
田
社
」
に
仕
え
る
神
妻
の
巫
女
王
た
る
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

夜
受
比
売
の
婚
姻
の
呪
禁
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
赤
猪
子
の
場

合
も
、
赤
猪
子
が
八
十
歳
を
過
ぎ
る
ま
で
天
皇
が
婚
約
を
忘
却
し
て
い
た
と
い

う
の
は
、
雄
略
天
皇
の
三
輪
氏
支
配
に
何
ら
か
の
蹉
朕
が
生
じ
て
、
婚
約
が
履

行
さ
れ
な
い
ま
ま
年
数
が
経
ち
、
三
輸
氏
が
朝
廷
に
服
従
し
た
時
に
は
、
既
に

結
婚
の
政
治
的
な
意
味
は
薄
れ
て
、
「
童
女
」
で
あ
っ
た
赤
猪
子
も
、
結
婚
す

る
に
は
年
を
と
り
過
ぎ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
の
説
話
的
誇
張
表
現
に
他
な
る

ま
い
。

　
宮
中
に
や
っ
て
き
た
赤
猪
子
と
天
皇
の
問
に
交
さ
れ
る
歌
は
、
元
来
は
物
語

と
は
無
関
係
な
独
立
歌
謡
で
、
歌
垣
の
歌
で
あ
り
、
就
中
、
赤
猪
子
の
う
た
っ

た
、



　
　
御
諸
に
　
つ
く
や
玉
垣
　
つ
き
余
し
　
誰
に
か
も
依
ら
む
　
神
の
宮
人

　
　
日
下
江
の
　
入
江
の
蓮
　
花
蓮
　
身
の
盛
り
人
　
羨
し
き
ろ
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
二
首
は
、
歌
垣
に
お
け
る
老
女
の
歌
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
歌
詞

に
合
わ
せ
る
た
め
に
赤
猪
子
は
八
十
歳
余
の
老
女
と
さ
れ
、
一
方
の
天
皇
は
年

を
と
ら
な
い
と
い
う
矛
盾
を
露
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
雄
略
天
皇
と
三
輪
氏
一
族
の
関
係
の
不
調
に
は
、
い
く
つ
か
の
徴
証
が
あ
っ

た
。
　
　
　
　
一
十
月
一

　
　
　
是
の
月
に
、
御
馬
皇
子
、
曽
よ
り
三
輸
君
身
狭
に
善
し
か
り
し
を
以

　
　
て
の
故
に
、
慮
遣
ら
む
と
思
欲
し
て
往
で
ま
す
。
不
意
に
、
道
に
激
軍
に

　
　
逢
ひ
て
、
三
輸
の
磐
井
の
側
に
し
て
逆
戦
ふ
。
久
に
あ
ら
ず
し
て
捉
は
る
。

　
　
刑
せ
ら
る
る
に
臨
み
て
井
を
指
し
て
証
ひ
て
日
は
く
、
「
此
の
水
は
、
百

　
　
姓
の
み
唯
飲
む
こ
と
得
む
。
王
者
は
、
独
飲
む
こ
と
能
は
じ
」
と
い
ふ
。

　
　
　
十
一
月
の
壬
子
の
朔
甲
子
に
、
天
皇
、
有
司
に
命
せ
て
、
壇
を
泊
瀬
の

　
　
朝
倉
に
設
け
て
、
即
天
皇
位
す
。
遂
に
宮
を
定
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雄
略
天
皇
即
位
前
紀
）

履
中
天
皇
の
第
二
皇
子
御
馬
皇
子
は
、
兄
の
市
辺
押
磐
皇
子
が
大
泊
瀬
幼
皇
子

（
の
ち
の
雄
略
天
皇
）
に
近
江
の
蚊
屋
野
で
謀
殺
さ
れ
る
に
及
び
、
以
前
か
ら

親
し
か
っ
た
三
輸
君
身
狭
を
頼
ろ
う
と
し
た
が
、
途
中
、
三
輸
の
磐
井
の
ほ
と

り
で
待
ち
構
え
て
い
た
追
討
軍
に
捕
え
ら
れ
、
殺
さ
れ
よ
う
と
す
る
時
に
、
磐

井
を
指
し
て
、
「
王
者
は
、
独
飲
む
こ
と
能
は
じ
」
と
呪
誼
し
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
水
辺
の
求
婚

　
三
輸
の
磐
井
の
所
在
地
は
判
然
と
し
な
い
が
、
三
輸
山
麓
の
い
ず
れ
か
の
湧

水
を
指
し
て
言
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
御
馬
皇
子
の
磐
井
に
対
す

る
呪
証
と
、
雄
略
天
皇
の
即
位
、
並
び
に
泊
瀬
朝
倉
宮
建
設
の
記
事
が
相
接
し

て
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
泊
瀬
朝
倉
宮
の
比
定

地
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
九
年
以
来
の
発
掘
調
査
で
、
桜
井
市
脇
本
の
脇
本

灯
明
田
遺
跡
が
有
力
視
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
地
は
三
輸
山
の
南
麓
に
あ
た

り
、
従
来
宮
地
の
侯
補
に
挙
げ
ら
れ
て
き
た
桜
井
市
上
岩
坂
の
「
磐
坂
谷
」
や

同
黒
崎
の
「
天
の
森
」
よ
り
も
、
格
段
に
三
輸
山
に
近
い
。
雄
略
天
皇
が
三
輪

山
の
麓
に
宮
居
を
定
め
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
左
に
あ
げ
る
「
雄
略
紀
」
七

年
七
月
条
の
記
事
な
ど
か
ら
推
し
て
、
三
輸
山
の
神
に
対
す
る
畏
敬
や
尊
崇
の

念
の
表
現
と
い
う
よ
り
も
、
三
輪
氏
制
圧
の
た
め
の
示
威
行
為
と
見
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。
三
輸
の
磐
井
に
対
す
る
御
馬
皇
子
の
呪
証
は
、
こ
う
し
た
雄
略
天

皇
側
の
強
圧
的
政
策
に
対
す
る
、
三
輸
氏
側
の
反
発
を
あ
ら
わ
に
す
る
も
の
に

他
な
ら
な
か
っ
た
。
『
万
葉
集
』
巻
一
の
「
藤
原
宮
の
御
井
の
歌
」
が
御
井
の

永
久
不
変
性
を
う
た
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
藤
原
宮
を
讃
美
し
て
い
た
こ
と
に
よ

っ
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
井
戸
は
そ
の
宮
に
と
っ
て
の
生
命
線
と
も
言
え
る

存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
考
え
れ
ば
、
御
馬
皇
子
の
呪
証
は
、
三
輸
の
地

に
定
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
宮
居
か
ら
、
雄
略
天
皇
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宮
居
を
定
め
る
以
前
に
こ
の
よ
う
な
呪
証
を
受
け
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
雄
略
天
皇
に
と
っ
て
、
三
輸
一
族
の
「
水
の
巫
女
」
は
、
是
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
　
水
辺
の
求
婚

と
も
我
が
も
の
に
し
た
い
相
手
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
「
雄
略
紀
」
七
年
七
月
条
に
は
、
天
皇
が
少
子
部
連
蝶
扇
に
命
じ
て
、
三
諸

岳
す
な
わ
ち
三
輸
山
の
神
を
捉
え
さ
せ
た
話
が
あ
る
。
蝶
扇
は
大
蛇
を
捉
え
て

き
た
が
、
そ
れ
が
雷
鳴
を
と
ど
ろ
か
し
、
光
り
輝
い
た
の
で
、
天
皇
は
恐
れ
て

結
局
岳
に
放
し
た
と
い
う
。
こ
の
話
は
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
一
縁
に
も
収

め
ら
れ
て
い
て
少
し
く
伝
を
異
に
す
る
が
、
「
雄
略
紀
」
の
中
で
は
、
五
年
二

月
条
に
天
皇
が
葛
城
氏
の
神
で
あ
る
猪
を
射
て
踏
み
殺
し
た
話
を
載
せ
る
の
と

同
様
、
雄
略
天
皇
が
各
地
の
土
着
の
神
々
に
そ
の
権
威
を
示
し
、
在
地
の
氏
族

を
屈
服
さ
せ
よ
う
と
し
た
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
三
諸
岳
の

話
で
、
結
局
は
雷
を
放
し
た
と
あ
る
の
は
、
な
お
三
輪
氏
の
抵
抗
が
あ
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

と
を
示
し
て
い
よ
う
が
、
「
雄
略
記
」
の
妻
問
い
説
話
も
、
雄
略
朝
に
お
い
て

古
い
氏
族
が
次
々
と
天
皇
方
に
制
圧
さ
れ
て
い
っ
た
政
治
状
勢
の
下
に
置
い
て

見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
こ
で
赤
猪
子
の
流
し
た
涙
は
、
雄
略
天
皇
と
い
う

一
人
の
男
を
待
ち
続
け
て
年
老
い
た
女
が
流
す
、
嘆
き
の
涙
と
い
う
よ
り
は
、

天
皇
方
と
自
氏
族
の
問
の
緊
張
し
た
関
係
の
中
に
投
げ
出
さ
れ
て
、
そ
の
運
命

を
翻
弄
さ
れ
、
女
の
操
と
神
女
と
し
て
の
聖
性
を
踏
み
に
じ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
女
が
流
す
、
屈
辱
の
涙
な
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
と
も
か
く
も
三
輸
氏
の
側
が
服
属
の
礼
を
と
り
、
雄
略
天
皇
側
か

ら
も
慰
撫
が
行
わ
れ
て
、
両
者
間
の
関
係
修
復
が
成
っ
た
と
い
う
の
が
、
こ
の

一
件
の
真
相
で
あ
ろ
う
。
本
来
、
神
と
巫
女
と
の
聖
婚
が
豊
饒
を
も
た
ら
す
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

の
発
想
に
立
つ
神
婚
課
が
、
天
皇
の
妻
問
い
説
話
に
変
容
す
る
こ
と
に
よ
り
、

人
間
社
会
の
世
俗
性
と
喜
怒
哀
楽
の
繋
を
深
く
宿
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
好

個
の
事
例
が
、
赤
猪
子
の
物
語
な
の
で
あ
っ
た
。

　
と
は
言
え
、
こ
の
話
は
、
赤
猪
子
を
「
河
の
辺
に
衣
洗
へ
る
童
女
」
と
表
現

す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
辺
の
神
婚
謂
と
し
て
の
原
像
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。

三
輪
地
方
で
は
、
こ
の
赤
猪
子
伝
承
と
共
に
、
天
皇
の
妻
問
い
説
話
に
と
っ
て

か
わ
ら
れ
る
以
前
の
三
輪
の
神
の
水
辺
の
神
婚
説
話
が
、
根
強
く
語
り
つ
が
れ

て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

）三（

　
『
古
事
記
』
の
歌
物
語
と
し
て
形
成
さ
れ
た
赤
猪
子
の
話
は
、
そ
の
「
待
ち

続
け
た
女
の
物
語
」
で
あ
る
と
こ
ろ
が
、
王
朝
の
女
達
の
琴
線
に
触
れ
、
舞
台

を
歌
枕
井
手
に
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
展
開
を
と
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

『
大
和
物
語
』
ニ
ハ
九
段
に
収
め
ら
れ
た
「
井
手
の
下
帯
」
説
話
の
誕
生
で
あ

る
。　

　
　
む
か
し
、
内
舎
人
な
り
け
る
人
、
お
ほ
う
わ
の
御
幣
使
に
、
大
和
の
国

　
　
に
下
り
け
り
。
井
手
と
い
ふ
わ
た
り
に
、
清
げ
な
る
人
の
家
よ
り
、
女
ど

　
　
も
わ
ら
は
べ
い
で
来
て
、
こ
の
い
く
人
を
見
る
。
き
た
な
げ
な
き
女
、
い

　
　
と
を
か
し
げ
な
る
子
を
抱
き
て
、
門
の
も
と
に
立
て
り
。
こ
の
児
の
顔
の

　
　
い
と
を
か
し
げ
な
り
け
れ
ば
、
目
を
と
ど
め
て
、
「
そ
の
子
、
こ
ち
率
て



　
　
来
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
こ
の
女
寄
り
来
た
り
。
近
く
て
見
る
に
、
い
と
を

　
　
か
し
げ
な
り
け
れ
ば
、
「
ゆ
め
、
こ
と
男
し
た
ま
ふ
な
。
わ
れ
に
あ
ひ
た

　
　
ま
へ
。
お
ほ
き
に
な
り
た
ま
は
む
ほ
ど
に
ま
ゐ
り
来
む
」
と
い
ひ
て
、

　
　
「
こ
れ
を
か
た
み
に
し
た
ま
へ
」
と
て
、
帯
を
と
き
て
と
ら
せ
け
り
。
さ

　
　
て
、
こ
の
子
の
し
た
り
け
る
帯
を
と
き
て
と
り
て
、
も
た
り
け
る
文
に
ひ

　
　
き
結
ひ
て
も
た
せ
て
い
ぬ
。
こ
の
子
、
と
し
六
、
七
ば
か
り
あ
り
け
り
。

　
　
こ
の
男
、
色
好
み
な
り
け
る
人
な
れ
ば
、
い
ふ
に
な
む
あ
り
け
る
。
こ
れ

　
　
を
こ
の
子
は
忘
れ
ず
思
ひ
も
た
り
け
り
。
男
は
は
や
う
忘
れ
に
け
り
。
か

　
　
く
て
七
、
八
年
ば
か
り
あ
り
て
、
ま
た
、
お
な
じ
使
に
さ
さ
れ
て
大
和
へ

　
　
い
く
と
て
、
井
手
の
わ
た
り
に
宿
り
ゐ
て
見
れ
ば
、
前
に
井
な
む
あ
り
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唾

　
　
る
。
そ
れ
に
水
く
む
女
ど
も
あ
る
が
い
ふ
や
う
、

　
一
見
し
て
、
話
の
骨
格
が
赤
猪
子
伝
承
と
相
似
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

で
あ
ろ
う
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
夙
く
石
上
堅
氏
の
御
指
摘
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

近
く
は
森
本
茂
氏
に
も
御
論
が
あ
る
。
石
上
氏
は
、
『
大
和
物
語
』
ニ
ハ
九
段

に
登
場
す
る
内
舎
人
が
大
三
輪
の
奉
幣
使
に
と
り
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
話
が
引
田
部
－
日
下
部
伝
諦
の
後
世
的
秤
情
化
を
と
げ
た
物
語
で
あ
る
と

述
べ
ら
れ
た
が
、
詳
細
な
論
及
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
森
本
茂
氏
は
、
勅
使
の
内
舎
人
が
泊
っ
た
の
は
、
『
続
日
本

紀
』
天
平
十
二
年
十
二
月
十
四
日
条
に
見
え
る
「
玉
井
頓
宮
」
で
あ
り
、
そ
こ

の
「
玉
井
」
で
水
を
汲
ん
で
い
た
「
女
ど
も
」
は
、
前
文
の
「
女
ど
も
・
わ
ら

　
　
　
　
　
水
辺
の
求
婚

は
べ
」
に
呼
応
し
、
そ
の
「
女
ど
も
」
の
中
に
今
は
十
二
丁
十
五
歳
の
裳
着
の

年
齢
を
迎
え
た
、
か
つ
て
の
童
女
も
交
じ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
、
井
手
の

童
女
を
玉
水
を
使
う
女
と
し
、
井
手
の
下
帯
説
話
の
源
流
に
、
神
が
水
辺
の
少

女
を
訪
れ
る
と
い
う
神
婚
説
話
の
影
を
見
よ
う
と
さ
れ
た
。
氏
は
、
さ
ら
に
、

内
舎
人
が
童
女
の
下
帯
に
文
を
結
び
っ
け
て
、
従
者
に
持
た
せ
て
行
く
と
い
う

奇
異
な
所
作
に
は
、
「
色
好
み
な
り
け
る
」
内
舎
人
が
名
だ
た
る
色
好
み
の
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

で
あ
る
三
輸
の
神
に
あ
や
か
っ
て
、
結
ぶ
物
で
あ
る
下
帯
に
三
輸
の
神
へ
の
文

　
　
、
　
　
、

書
を
結
び
っ
け
て
、
永
遠
の
愛
を
誓
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
し
、
井
手
の
下
帯
の

話
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
第
一
六
九
段
の
内
容
は
本
来
虚
構
で
あ
ろ
う
。
そ
の
生
成
に
つ
い
て
あ

　
　
え
て
臆
説
を
加
え
る
な
ら
ば
、
井
手
の
玉
水
で
、
ち
ょ
う
ど
紀
貫
之
が
志

　
　
賀
の
山
越
え
の
石
井
の
も
と
で
「
む
す
ぶ
手
の
し
づ
く
に
濁
る
山
の
井
の

　
　
飽
か
で
も
人
に
別
れ
ぬ
る
か
な
」
（
『
古
今
集
』
巻
八
・
四
〇
四
）
と
よ
ん

　
　
だ
よ
う
な
、
恋
し
く
懐
か
し
い
体
験
を
重
ね
る
人
々
の
意
識
の
中
に
、
聖

　
　
水
に
ち
な
む
神
婚
説
話
が
回
想
さ
れ
、
そ
う
い
う
背
景
の
中
で
「
水
を
掬

　
　
ぶ
（
結
ぶ
）
」
「
帯
を
結
ぶ
」
「
縁
を
結
ぶ
」
が
掛
詞
的
に
結
合
し
、
神
婚

　
　
説
話
の
現
代
版
と
も
い
う
べ
き
こ
の
よ
う
な
説
話
が
生
れ
、
語
り
継
が
れ

　
　
る
間
に
、
い
つ
し
か
「
井
手
の
下
帯
」
の
話
と
し
て
、
実
事
で
あ
る
か
の

　
　
よ
う
に
流
布
し
、
歌
語
り
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
森
本
氏
は
、
『
古
事
記
』
の
赤
猪
子
物
語
を
一
六
九
段
の
類
話
と
と
ら
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



　
　
　
　
　
水
辺
の
求
婚

れ
つ
つ
、
こ
の
話
の
原
質
に
水
辺
の
神
婚
説
話
の
面
影
を
よ
り
強
く
見
よ
う
と

さ
れ
た
が
、
井
手
の
下
帯
説
話
の
重
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
「
結
婚
の
約
束
と

そ
の
忘
却
」
は
、
赤
猪
子
伝
承
の
方
に
こ
そ
存
し
て
、
三
輪
の
神
婚
説
話
の
方

に
存
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
話
を
「
神
婚
謂
の
影
」
の
側
面
か
ら
の
み

説
く
の
は
、
危
険
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
帯
を
少
女
と
交
換
し
て
、
「
こ
の
子
の

し
た
り
け
る
帯
を
と
り
て
、
も
た
り
け
る
文
に
ひ
き
結
ひ
て
も
た
せ
て
い
ぬ
」

と
あ
る
男
の
行
為
に
つ
い
て
も
、
少
女
と
の
永
遠
の
愛
を
誓
う
た
め
に
、
そ
の

帯
に
神
へ
の
文
書
を
結
び
っ
け
る
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
不
敬
の
そ
し
り
を

免
れ
ま
い
。
さ
ら
に
、
「
水
を
掬
ぶ
（
結
ぶ
）
」
「
帯
を
結
ぶ
」
「
縁
を
結
ぶ
」
と

の
掛
詞
的
な
言
葉
の
連
想
と
、
古
代
へ
の
回
想
と
か
ら
虚
構
さ
れ
た
物
語
が
、

呆
し
て
「
実
事
で
あ
る
か
の
よ
う
に
流
布
し
、
歌
語
り
さ
れ
」
る
だ
け
の
共
感

を
人
々
に
惹
起
し
て
、
強
い
伝
播
力
を
持
ち
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
一
考
の

余
地
な
し
と
し
な
い
。

　
井
手
の
下
帯
説
話
と
、
森
本
氏
が
こ
の
話
の
類
話
と
考
え
ら
れ
た
赤
猪
子
伝

承
、
さ
ら
に
は
そ
の
源
流
た
る
水
辺
の
神
婚
謹
の
構
成
要
素
を
仔
細
に
分
析
検

討
し
、
井
手
の
地
が
有
す
る
諸
要
件
を
考
え
合
わ
せ
る
と
き
、
単
に
「
虚
構
」

と
い
う
以
上
に
、
井
手
の
地
に
内
在
す
る
力
と
、
こ
れ
を
と
り
ま
く
文
化
が
、

神
婚
説
話
と
赤
猪
子
伝
承
を
こ
の
地
に
迎
え
入
れ
て
、
「
下
帯
説
話
」
と
し
て

再
生
さ
せ
た
可
能
性
が
大
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

）四（

二
〇

　
下
帯
説
話
の
舞
台
と
な
っ
た
井
手
（
現
京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
）
は
、
京
都

と
大
和
を
結
ぶ
奈
良
街
道
（
古
北
陸
道
）
の
道
筋
に
あ
っ
て
、
初
瀬
詣
や
春
日

詣
の
人
々
、
さ
ら
に
は
：
ハ
九
段
の
如
く
、
大
三
輸
の
奉
幣
使
な
ど
が
往
来
す

る
、
交
通
の
要
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
地
名
は
「
井
堰
」
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る

が
、
木
津
川
に
注
ぐ
玉
川
下
流
の
扇
状
地
に
あ
っ
て
、
あ
た
り
一
帯
は
木
津
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

右
岸
下
の
湧
水
地
で
あ
る
た
め
、
井
水
も
多
く
、
古
来
、
「
井
手
の
玉
水
」
「
玉

井
」
が
著
名
な
歌
枕
と
な
っ
て
い
る
。
藤
原
清
輔
の
『
奥
儀
抄
』
に
は
、

　
　
や
ま
し
ろ
に
、
な
ら
へ
ゆ
く
道
に
井
手
の
水
と
て
み
ち
づ
ら
に
あ
る
な
り
。

　
　
ゆ
き
・
の
人
是
を
手
に
む
す
び
っ
・
の
む
。
こ
の
水
を
ほ
め
て
井
手
の
た

　
　
ま
水
と
は
い
ふ
也
。

と
あ
り
、
顕
昭
の
『
袖
中
抄
』
も
ほ
ぼ
同
意
を
述
べ
っ
っ
、
井
手
の
玉
水
と
玉

井
を
同
一
の
も
の
と
す
る
。
井
手
が
湧
水
地
帯
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
井
水
は
必
ず
し
も
特
定
の
も
の
と
す
る
こ
と
を
得
ず
、
そ
の
所
在
も
定
め
が

た
い
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
井
手
を
著
名
な
歌
枕
に
押
し
上
げ
た
功
績
は
、
『
古
今
集
』
春
下
・
一
二
五

の
　
　
　
　
題
し
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
み
人
し
ら
ず

　
　
蛙
な
く
井
手
の
山
吹
散
り
に
け
り
花
の
さ
か
り
に
あ
は
ま
し
も
の
を

●



の
歌
に
帰
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
文
学
作
品
に
お
け
る
「
井
手
の
玉
水
」

「
玉
井
」
の
初
出
例
は
、
管
見
に
入
る
か
ぎ
り
で
は
、
『
伊
勢
物
語
』
、
『
道
信

集
』
の
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
む
か
し
、
男
、
ち
ぎ
れ
る
こ
と
あ
や
ま
れ
る
人
に
、

　
　
　
　
山
城
の
井
手
の
玉
水
手
に
む
す
び
た
の
み
し
か
ひ
も
な
き
世
な
り
け

　
　
　
　
り

　
　
と
い
ひ
ゃ
れ
ど
、
い
ら
へ
も
せ
ず
。
　
　
　
（
伊
勢
物
語
　
二
＝
一
段
）

　
　
　
　
玉
の
井
に
て

　
　
我
な
ら
ぬ
人
に
汲
ま
す
な
ゆ
き
ず
り
に
む
す
び
お
き
っ
る
玉
の
井
の
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
道
信
集
）

も
っ
と
も
、
『
伊
勢
物
語
』
の
「
山
城
の
井
手
の
玉
水
…
」
の
歌
は
、
『
古
今
六

帖
』
第
五
に
、

　
　
　
　
今
は
か
ひ
な
し

　
　
山
城
の
井
手
の
玉
水
手
に
汲
み
て
た
の
め
し
か
ひ
も
な
き
世
な
り
け
り

と
し
て
入
る
の
で
、
お
そ
ら
く
は
伝
諦
歌
の
類
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
「
玉
井
」
は
、
『
道
信
集
』
に
少
し
遅
れ
て
、
『
枕
草
子
』
「
井
は
」
の
段
に
も

入
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
井
手
の
玉
水
」
に
比
し
時
代
が
下
る
が
、
『
続
日

本
紀
』
天
平
十
二
年
十
二
月
十
四
日
条
に
「
王
井
頓
宮
」
が
見
え
る
の
で
、
こ

の
地
に
あ
っ
た
井
水
が
早
く
か
ら
有
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
あ
る
い
は
、

こ
う
し
た
井
水
の
存
在
が
、
頓
宮
を
こ
の
地
に
置
く
理
由
の
一
つ
と
な
っ
た
も

　
　
　
　
　
水
辺
の
求
婚

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
う
し
た
湧
水
地
と
古
道
と
の
結
び
っ
き
に
っ
い
て
は
既
に
説
か
れ
る
と
こ

　
　
　
　
ゆ

ろ
で
あ
る
が
、
旅
人
の
渇
を
癒
し
て
旅
中
を
慰
め
、
恰
好
の
詠
歌
対
象
と
も
な

っ
た
清
水
は
、
土
地
の
人
々
の
生
活
に
も
多
大
の
潤
い
と
恵
み
を
与
え
て
、
豊

か
な
水
の
信
仰
を
育
ん
だ
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　
か
て
て
加
え
て
、
井
手
は
、
奈
良
街
道
が
玉
川
と
交
差
す
る
渡
河
点
で
あ
っ

て
、
こ
こ
に
は
井
手
渡
が
存
在
し
た
。
一
六
九
段
本
文
の
「
井
手
と
い
ふ
わ
た

り
」
を
、
注
釈
書
類
は
「
井
手
と
い
う
里
の
あ
た
り
」
と
解
し
て
い
る
が
、

「
わ
た
り
」
が
「
辺
り
」
の
意
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
自
体
漠
然
と
し
た
表

現
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
井
手
の
わ
た
り
」
と
い
う
言
い
方
が
妥
当
で
、

「
－
と
い
ふ
」
と
の
説
明
堕
言
辞
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
、

　
　
大
井
川
と
い
ふ
渡
り
あ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
更
級
日
記
）

と
同
様
の
用
法
で
、
「
井
手
と
い
ふ
渡
り
」
と
解
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
井

手
の
渡
り
は
、

　
　
　
　
井
手
の
山
吹
を

　
　
色
も
香
も
な
つ
か
し
き
か
な
蛙
な
く
井
手
の
渡
り
の
山
吹
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
町
集
）

　
　
　
　
内
の
御
歌
合
、
山
風
に

　
　
蛙
鳴
く
井
手
の
渡
り
に
駒
と
め
て
行
手
に
も
見
ん
山
吹
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
惟
成
弁
集
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



　
　
　
　
　
水
辺
の
求
婚

な
ど
と
歌
に
詠
ま
れ
、
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
十
五
に
も
、

　
　
宮
は
平
等
院
を
落
ち
さ
せ
給
ひ
っ
・
、
男
山
八
幡
大
菩
薩
を
伏
拝
み
ま
し

　
　
く
て
、
新
野
の
池
も
過
ぎ
さ
せ
給
ひ
て
、
井
手
の
渡
と
云
ふ
所
ま
で
延

　
　
び
さ
せ
給
ひ
け
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
流
矢
に
中
る
事
）

と
描
か
れ
る
。
従
っ
て
、
内
舎
人
が
出
会
っ
た
井
手
の
少
女
は
、
後
に
井
水
の

ほ
と
り
に
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
出
会
い
の
最
初
か
ら
水
辺
の
女
で

あ
っ
た
の
だ
。

　
奈
良
時
代
か
ら
井
手
に
玉
井
頓
宮
が
置
か
れ
、
近
世
に
入
っ
て
、
新
し
く
で

き
た
大
和
街
道
に
玉
水
宿
が
置
か
れ
た
の
も
、
そ
も
そ
も
は
、
こ
こ
が
玉
川
の

渡
河
点
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
下
帯
説
話
の
三
輸
の
奉
幣
使
も
、
こ
の
地

に
泊
っ
て
い
る
。
井
手
が
単
な
る
通
過
地
や
休
憩
地
で
は
な
く
、
渡
し
場
で
あ

り
、
宿
泊
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
話
の
井
手
へ
の
定
着
性
を
よ
り
強
い
も
の
と

し
た
。
旅
の
男
が
渡
し
場
の
女
や
宿
の
女
と
将
来
を
契
っ
て
去
り
、
音
沙
汰
が

絶
え
て
し
ま
う
話
な
ど
は
、
世
上
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
前
掲
『
伊
勢

物
語
』
二
一
二
段
や
『
道
信
集
』
の
歌
で
、
井
手
を
舞
台
に
「
掬
び
」
が
男
女

の
縁
に
か
け
て
用
い
ら
れ
る
の
も
、
一
」
う
し
た
事
情
を
背
景
に
し
て
の
こ
と
で

は
あ
る
ま
い
か
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
井
手
こ
そ
は
、
三
輸
地
方
の
古
代
の
神
婚
誤
や

赤
猪
子
伝
承
が
迎
え
入
れ
ら
れ
る
舞
台
と
し
て
、
地
理
的
、
文
化
的
に
最
上
の

条
件
を
備
え
た
地
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

）五（

二
二

　
井
手
の
下
帯
説
話
の
中
に
は
、
説
話
の
始
源
た
る
三
輸
山
の
神
の
神
婚
謹
と
、

そ
の
変
容
で
あ
る
赤
猪
子
伝
承
の
、
重
層
す
る
構
造
が
透
け
て
見
え
る
。
求
婚

さ
れ
る
少
女
に
玉
水
を
汲
む
「
水
の
女
」
の
面
影
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
、
「
内

舎
人
な
り
け
る
男
」
が
大
三
輸
神
杜
に
発
遣
さ
れ
る
奉
幣
使
で
あ
っ
た
点
に
は
、

神
婚
謂
の
流
れ
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
神
の
祭
り
に
お
い
て
は
、
祭

る
者
と
祭
ら
れ
る
も
の
の
交
替
、
同
一
視
は
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
現
象
で
あ

っ
て
、
こ
こ
で
、
「
お
ほ
う
わ
の
御
幣
使
」
は
、
三
輸
の
神
の
代
理
と
し
て
の

一
面
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
男
が
「
色
好
み
な
り
け
る
人
」
と
さ
れ
て
い
る
の

も
、
三
輪
山
の
神
が
、
セ
ヤ
タ
タ
ラ
ヒ
メ
（
神
代
記
）
・
イ
ク
タ
マ
ヨ
リ
ビ
メ

（
崇
神
記
）
・
ヤ
マ
ト
ト
ト
ビ
モ
モ
ソ
ヒ
メ
（
崇
神
紀
）
な
ど
と
の
多
く
の
神

婚
謂
の
主
人
公
で
あ
っ
た
こ
と
の
投
影
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
、
赤
猪
子
伝
承
の
方
で
あ
る
が
、
『
拾
芥
抄
』
諸
社
部
に
、

　
　
大
神
　
五
位
一
人
勅
使
、
一
前

と
あ
る
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
三
輸
の
奉
幣
使
は
朝
廷
か
ら
発
遣
さ

れ
る
勅
使
で
あ
り
、
天
皇
の
代
理
で
あ
っ
た
点
に
、
天
皇
の
妻
問
い
説
話
た
る

赤
猪
子
伝
承
の
残
像
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
雄
略
天
皇
も
ま

た
、
色
好
み
の
天
皇
で
あ
っ
た
。
下
帯
説
話
と
赤
猪
子
伝
承
に
共
通
す
る
モ

チ
ー
フ
が
、
「
結
婚
の
約
束
と
そ
の
忘
却
」
で
あ
っ
た
こ
と
一
言
う
ま
で
も
な
い



が
、
下
帯
説
話
に
婚
約
の
し
る
し
の
品
物
が
登
場
す
る
こ
と
が
、
実
は
神
で
も

な
く
、
天
皇
で
も
な
い
、
そ
の
代
理
者
た
る
男
の
立
場
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
神
に
は
婚
約
の
要
な
く
、
絶
対
者
た
る
天
皇
や
皇
子
の
婚
約
に
は

言
葉
だ
け
で
充
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
雄
略
天
皇
も
倭
建
命
も
例
外
で
は
な
か
っ

た
。　

「
文
に
ひ
き
結
ひ
て
」
の
「
文
」
に
つ
い
て
は
未
だ
定
説
を
得
な
い
が
、
『
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

和
物
語
直
解
』
が
提
唱
し
、
柿
本
奨
氏
も
支
持
さ
れ
た
、
文
杖
の
意
と
す
る
解

に
従
い
た
い
。
文
杖
は
、
奉
幣
使
が
神
事
用
に
携
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
柿
本
氏
は
、
「
そ
の
帯
を
文
杖
に
巻
い
た
の
は
、
神
か
け
て
誓
う
と
女

に
は
見
え
た
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
た
が
、
神
へ
の
上
白
文
を
結
び
っ
け
て
い
た

で
あ
ろ
う
文
杖
に
少
女
の
帯
を
結
び
っ
け
て
持
っ
て
行
く
の
は
、
婚
約
の
成
立

を
神
に
報
告
す
る
た
め
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
、
神
の
代
理
た
る
男
の
一
面
を
垣

問
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
諸
書
に
説
く
如
く
、
帯
は
古
来
男
女
の
契
り
の
象
徴
で
あ
り
、
同
時
に
、

　
　
　
　
道
に
あ
へ
り
け
る
人
の
車
に
、
物
を
言
ひ
っ
き
て
別
れ
け
る
所
に
て

　
　
　
　
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
則

　
　
下
の
帯
の
道
は
か
た
が
た
わ
か
る
と
も
行
き
め
ぐ
り
て
も
逢
は
む
と
ぞ
思

　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
今
集
・
離
別
歌
・
四
〇
五
）

　
　
　
　
　
　
お
び

　
　
ち
ぎ
り
け
ん
こ
と
や
は
た
が
ふ
下
帯
の
め
ぐ
り
て
あ
へ
る
妻
や
何
な
り

　
　
　
　
　
水
辺
の
求
婚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
古
今
六
帖
・
第
五
・
三
三
五
八
）

と
あ
る
如
く
、
一
度
別
れ
て
も
再
び
め
ぐ
り
逢
い
、
結
ば
れ
る
と
い
う
「
再

会
」
の
意
味
を
も
負
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
男
が
少
女
と
帯
を
交
換
し
た
の
は
、

婚
約
と
同
時
に
、
再
会
、
結
婚
の
確
約
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

　
『
大
和
物
語
』
で
は
、
「
い
と
を
か
し
げ
な
る
子
」
「
こ
の
児
の
顔
の
い
と
を

か
し
げ
な
り
け
れ
ば
」
「
近
く
て
見
る
に
、
い
と
を
か
し
げ
な
り
け
れ
ば
」
「
こ

の
子
、
と
し
六
、
七
ば
か
り
あ
り
け
り
」
と
繰
返
し
て
、
婚
約
の
相
手
が
六
、

七
歳
の
年
端
も
い
か
ぬ
美
少
女
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
も
そ
も
、
神
婚

謂
や
天
皇
の
妻
問
い
説
話
に
お
い
て
は
、
相
手
の
女
性
の
容
姿
の
美
麗
さ
が
讃

美
さ
れ
る
こ
と
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
し
、
加
え
て
、
神
婚
説
話
に
あ
っ
て
は
、

「
弟
橘
比
売
」
（
古
事
記
）
、
「
弟
日
姫
子
」
（
肥
前
国
風
土
記
一
の
オ
ト
、
「
那
古

若
」
（
筑
前
国
風
土
記
逸
文
）
の
ワ
カ
が
示
す
如
く
、
年
齢
的
、
肉
体
的
に
若

い
と
い
う
こ
と
が
、
神
の
嫁
に
な
る
た
め
の
条
件
の
一
つ
で
は
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
井
手
の
下
帯
説
話
が
い
か
に
神
婚
謂
の
影
を
宿
し
、
相
手
の
少
女

が
い
か
に
美
麗
の
質
を
備
え
て
い
た
と
し
て
も
、
成
人
男
性
が
六
、
七
歳
の

「
児
」
と
婚
約
す
る
と
い
う
の
は
、
奇
異
の
感
を
免
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
伝
承

の
中
の
赤
猪
子
が
「
容
姿
甚
麗
」
の
「
童
女
」
で
あ
っ
た
の
を
受
け
て
、
「
童

女
」
を
「
女
児
」
の
意
に
解
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
と
は
言
え
、

「
雄
略
記
」
の
妻
問
い
説
話
で
は
、
赤
猪
子
の
話
の
次
に
、

　
　
吉
野
川
の
浜
に
童
女
有
り
き
、
其
の
形
姿
美
麗
し
か
り
き
。
故
、
是
の
童

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
　
　
水
辺
の
求
婚

　
　
女
と
婚
ひ
し
て
、
宮
に
還
り
坐
し
き
。

と
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
「
童
女
」
が
年
齢
的
、
肉
体
的
に
結
婚
で
き
な
い
程

の
未
成
熟
な
少
女
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
守
屋

俊
彦
氏
は
、
『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
童
女
」
を
、
単
に
年
齢
的
に
若
い
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

う
だ
け
で
は
な
く
、
宗
教
性
を
有
す
る
巫
女
を
い
う
も
の
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
下
帯
説
話
が
『
古
事
記
』
の
記
述
そ
の

も
の
を
踏
襲
し
た
の
で
は
な
く
、
『
古
事
記
』
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
赤
猪
子

伝
承
の
方
を
受
け
て
成
立
し
た
こ
と
の
、
こ
の
上
な
い
証
左
と
な
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

）六（

　
既
に
述
べ
き
た
っ
た
如
く
、
「
下
帯
説
話
」
が
井
手
を
舞
台
と
し
て
定
着
し
、

や
が
て
歌
物
語
へ
と
成
長
を
と
げ
た
要
因
と
し
て
は
、
こ
の
地
が
京
都
と
大
和

地
方
を
結
ぶ
交
通
の
要
地
に
あ
っ
て
、
新
旧
両
文
化
圏
の
話
の
交
点
と
な
っ
た

こ
と
、
玉
川
や
点
在
す
る
井
水
が
水
の
信
仰
を
育
み
、
水
辺
の
求
婚
伝
承
を
受

け
入
れ
る
素
地
を
作
り
上
げ
る
と
共
に
、
「
井
手
」
「
井
手
の
玉
水
」
「
玉
井
」

な
ど
の
歌
枕
を
成
立
さ
せ
て
、
王
朝
貴
族
の
好
尚
に
投
ず
る
歌
語
り
を
生
む
条

件
を
用
意
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　
た
だ
し
か
し
、
井
手
の
下
帯
説
話
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
、
三
輪
山
の
神

の
神
婚
謂
に
も
赤
猪
子
伝
承
に
も
な
い
、
帯
の
交
換
と
い
う
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

た
。
貴
族
の
男
が
女
に
婚
約
の
し
る
し
を
与
え
る
と
な
れ
ば
、
『
今
昔
物
語
集
』

の
藤
原
高
藤
説
話
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
太
刀
な
ど
を
穏
当
と
す
る
べ
き
で
、

帯
の
交
換
な
ど
と
い
う
の
は
、
王
朝
物
語
に
類
例
も
な
く
、
地
方
庶
民
の
生
活

に
根
ざ
し
た
万
葉
の
古
俗
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
モ
チ
ー
フ
こ
そ
は
、

話
が
井
手
に
定
着
す
る
際
に
、
現
地
で
加
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
し
か
に
帯
は
男
女
の
契
り
の
象
徴
で
あ
り
、
め
ぐ
り
逢
い
の
イ
メ
ー
ジ
を
有

す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
交
換
な
ど
と
い
う
発
想
が
、
都
の
貴
族
の
生
活

や
文
化
の
中
で
芽
生
え
た
と
は
、
到
底
考
え
が
た
い
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
井
手
里
の
南
隣
り
、
奈
良
街
道
で
結
ば
れ
た
、

　
　
　
カ
ム
ハ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
バ
タ

相
楽
郡
蟹
幡
郷
（
現
山
城
町
大
字
椅
田
）
で
あ
る
。
蟹
幡
郷
に
は
蟹
の
報
恩
謹

を
持
っ
蟹
満
寺
が
存
在
す
る
が
、
『
和
名
抄
』
の
山
城
国
相
楽
郡
条
は
蟹
幡
郷

を
載
せ
て
、
「
加
無
波
多
」
と
訓
み
、
『
法
華
験
記
』
下
－
二
一
三
、
『
今
昔
物

語
集
』
一
六
－
一
六
、
『
元
享
釈
書
』
二
八
の
「
蟹
満
寺
縁
起
」
で
は
、
寺
名

を
古
く
「
蟹
満
多
寺
」
、
今
は
「
紙
幡
寺
」
と
称
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
開
化
記
」
に
は
「
山
代
之
荏
名
津
比
売
、
亦
名
苅
幡
戸
弁
」
が
見
え
、
「
垂
仁

記
」
に
「
山
城
大
国
之
淵
之
女
、
苅
羽
田
刀
弁
」
と
「
弟
苅
羽
田
刀
弁
」
と
出

る
人
名
を
、
「
垂
仁
紀
」
三
十
四
年
三
月
二
日
条
は
「
苅
幡
戸
辺
」
「
緒
戸
辺
」

と
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
名
は
、
当
地
の
地
名
を
負
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
「
神
名
式
」
上
、
山
城
国
相
楽
郡
六
座
の
中
に
は
、
「
椅
原
坐
健
伊
那
大

比
売
神
社
」
が
あ
り
、
『
中
右
記
』
寛
治
六
年
二
月
六
日
条
に
至
っ
て
、
「
加
波



多
河
原
」
の
地
名
が
出
る
。
な
お
、
「
給
」
は
、
『
和
名
抄
』
に
「
一
云
於
利
毛
能

又
一
訓
加
無
波
太
　
似
レ
錦
而
薄
者
也
」
と
す
る
が
、
『
八
十
巻
花
厳
経
音
義
私
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

上
巻
に
は
、
「
加
尼
波
多
」
と
あ
る
と
の
こ
と
で
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
黒

沢
幸
三
氏
は
、
蟹
幡
郷
の
原
地
名
は
カ
ム
ハ
タ
す
な
わ
ち
神
幡
で
、
椅
も
同
じ

で
あ
り
、
奈
良
時
代
に
は
カ
ニ
ハ
タ
と
も
よ
ま
れ
て
い
た
と
し
て
、
カ
、
、
、
ハ
タ
、

カ
ニ
ハ
タ
、
カ
リ
ハ
タ
、
カ
バ
タ
は
、
す
べ
て
カ
ム
ハ
タ
の
音
韻
変
化
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
黒
沢
氏
は
さ
ら
に
、
「
蟹
満
寺
縁
起
」
の
源
流
を
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第

八
縁
の
蟹
報
恩
説
話
に
求
め
ら
れ
て
、
そ
の
段
階
で
既
に
水
神
（
蛇
神
）
と
そ

れ
を
斎
き
祭
る
巫
女
と
蟹
の
話
で
あ
っ
た
も
の
が
、
蟹
幡
郷
に
色
濃
く
伝
え
ら

れ
て
い
た
巫
女
と
水
神
（
蛇
神
）
の
交
婚
謂
と
結
び
っ
き
な
が
ら
、
徐
々
に

「
蟹
満
寺
縁
起
」
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
縁
起
の
形
成
者
と
し

て
は
、
現
蟹
満
寺
に
隣
接
す
る
椅
原
坐
健
伊
那
大
比
売
神
社
の
巫
女
に
し
て
、

近
く
を
流
れ
る
天
神
川
の
水
神
に
仕
え
る
「
水
の
女
」
が
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
南
山
城
地
方
に
は
高
句
麗
系
渡
来
人
に
よ
り
機
織
の
技
術
が
伝
え
ら

れ
て
い
て
、
カ
ム
ハ
タ
・
カ
ミ
ハ
タ
の
地
名
も
そ
れ
に
よ
る
が
、
そ
う
し
た
技

術
を
受
け
っ
い
だ
機
織
女
－
蟹
幡
郷
の
巫
女
た
ち
が
語
り
っ
い
だ
神
婚
謂
が
蟹

の
報
恩
謹
で
も
あ
っ
た
た
め
、
紙
幡
寺
も
し
く
は
カ
ニ
ハ
タ
寺
と
呼
ば
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

た
現
蟹
満
寺
と
結
び
っ
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

　
こ
こ
で
は
、
「
蟹
満
寺
縁
起
」
そ
の
も
の
の
成
立
の
問
題
は
措
く
こ
と
と
し

　
　
　
　
　
水
辺
の
求
婚

て
、
井
手
里
の
南
、
蟹
幡
郷
に
機
織
り
の
「
水
の
女
」
が
い
て
、
水
神
と
の
神

婚
謂
が
語
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
「
蟹
満
寺
縁
起
」
で
は
、

水
神
（
蛇
神
）
は
蟹
に
切
り
殺
さ
れ
る
蛇
に
零
落
し
て
い
る
が
、
こ
の
話
は
ま

ご
う
か
た
な
き
蛇
知
耳
入
謹
で
あ
っ
て
、
三
輪
山
型
神
婚
説
話
と
通
じ
る
。
佐
竹

昭
広
氏
は
、
蛇
知
耳
入
の
昔
話
に
は
女
が
糸
を
紡
い
だ
り
機
を
織
っ
た
り
す
る
場

面
が
冒
頭
に
語
ら
れ
る
例
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
、
三
輪
山
伝
説
で
は
、
相
手
を

探
知
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
の
苧
環
の
糸
が
最
上
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
伝
説
は
神
衣
を
調
え
る
た
め
の
機
織
り
を
職
業
と
す
る
巫
女
達
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

生
み
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
説
い
て
お
ら
れ
る
。
筆
者
も
か
つ
て
、
『
古
事

記
』
上
巻
で
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
妹
高
比
売
が
兄
神
の
名
を
あ
ら
わ
す
た

め
に
う
た
っ
た
と
さ
れ
る
夷
振
に
つ
い
て
、
本
来
は
蛇
神
で
あ
り
、
か
つ
雷
神

で
あ
っ
た
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
神
婚
課
に
お
い
て
、
神
が
相
手
の
女
に
正

体
を
知
ら
れ
、
蛇
神
本
来
の
姿
を
現
じ
て
飛
び
去
ろ
う
と
す
る
時
に
、
女
が
う

た
っ
た
歌
で
あ
ろ
う
と
考
え
、
歌
詞
に
「
弟
棚
機
」
が
う
た
わ
れ
て
い
る
の
は
、

こ
の
神
婚
謂
の
女
主
人
公
と
、
説
話
の
形
成
者
お
よ
び
伝
承
者
が
機
織
り
を
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

業
と
す
る
巫
女
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
神
婚
説
話
に
お
い
て
は
、
素
性
を
隠
し
て
夜
な
夜
な
訪
れ
る
男
の
正
体
を
怪

し
み
、
女
や
父
母
の
疑
惑
と
不
安
は
つ
の
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中

で
、
「
崇
神
記
」
や
『
新
撰
姓
氏
録
』
（
大
和
国
神
別
地
舐
大
神
朝
臣
）
に
載
る

三
輸
山
型
神
婚
説
話
で
は
、
苧
環
の
糸
を
用
い
て
男
の
素
性
を
探
ろ
う
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五



　
　
　
　
　
水
辺
の
求
婚

「
崇
神
紀
」
十
年
九
月
条
で
は
、
夫
に
せ
が
ん
で
そ
の
正
体
が
「
美
麗
小
蛇
」

な
る
こ
と
を
知
っ
た
倭
迩
迩
日
百
襲
姫
命
が
、
驚
き
叫
び
、
遂
に
は
箸
で
陰
を

つ
い
て
死
に
至
っ
て
い
る
。
倭
迩
迩
日
百
襲
姫
命
の
話
に
は
苧
環
の
糸
の
モ

チ
ー
フ
は
な
い
が
、
櫛
笥
の
中
に
入
っ
て
い
た
「
美
麗
小
蛇
」
を
「
其
長
大

如
二
衣
紐
一
」
と
述
べ
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
話
の
伝
承
者
の
面
影
を
窺
わ
せ
る

も
の
が
あ
る
。
こ
の
神
婚
謹
の
伝
承
者
も
、
そ
し
て
神
婚
謂
の
女
主
人
公
で
あ

る
倭
迩
迩
日
百
襲
姫
命
も
、
三
輪
の
神
の
神
衣
の
一
つ
と
し
て
「
衣
紐
」
を
調

進
し
て
い
た
機
織
り
の
巫
女
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
蟹
幡
郷
で
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
た
神
婚
謂
の
原

像
に
お
い
て
は
、
帯
が
何
ら
か
の
モ
チ
ー
フ
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
黒
沢
氏
に
よ
れ
ば
、
「
持
統
紀
」
四
年
四
月
条
に
「
上
下
通
■
用
続
帯

白
袴
一
」
と
あ
っ
て
、
緒
は
持
統
朝
で
は
帯
と
し
て
身
分
の
差
別
な
く
用
い
ら

れ
た
よ
う
で
あ
り
、
昭
和
四
十
年
秋
の
正
倉
院
展
に
陳
列
さ
れ
た
椅
は
、
帯
状

の
織
物
で
、
紫
・
藍
・
白
・
浅
緑
・
青
・
黄
な
ど
の
染
色
が
な
さ
れ
て
い
た
と

　
ゆ
い
う
。
蟹
幡
郷
の
巫
女
達
が
調
進
す
る
神
衣
の
中
で
は
、
こ
の
椅
が
最
上
の
物

と
さ
れ
て
、
地
名
に
負
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
精
帯
が
神
婚
謂
の

中
で
果
し
た
役
割
に
っ
い
て
は
不
明
と
す
る
他
な
い
が
、
男
が
女
の
不
安
を
や

わ
ら
げ
る
た
め
に
、
再
会
を
約
し
て
帯
を
交
換
し
て
去
っ
た
、
そ
の
帯
が
か
っ

て
神
衣
と
し
て
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
男
の
正
体
が
神
と

知
れ
る
、
と
い
う
が
如
き
帯
交
換
の
モ
チ
ー
フ
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
井
手
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

下
帯
説
話
に
非
常
に
近
い
も
の
と
な
る
。
他
の
物
語
や
説
話
に
類
例
を
見
な
い

帯
交
換
の
モ
チ
ー
フ
は
、
蟹
幡
郷
の
巫
女
達
の
語
る
神
婚
課
の
中
で
成
長
し
、

三
輪
の
神
の
神
婚
説
話
や
赤
猪
子
伝
承
と
と
も
に
井
手
の
地
に
招
来
さ
れ
て
、

こ
こ
に
定
着
を
み
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
大
和
か
ら
井
手
を
通
り
、
京
都
に
至
る
奈
良
街
道
は
、
人
や
物
と
共
に
話
が

往
来
す
る
道
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
話
の
結
び
っ
き
を
促
し
た
の
は
、
道
や

人
の
往
来
の
み
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
話
の
根
源
に
あ
る
水
の
信
仰
と
、
水
辺

に
サ
ズ
キ
を
設
け
て
神
衣
を
織
り
、
訪
れ
て
く
る
神
と
聖
な
る
結
婚
を
す
る
と

い
う
、
水
辺
の
神
婚
説
話
の
は
ら
み
も
っ
豊
饒
な
想
像
力
と
生
産
力
が
、
こ
れ

ら
の
結
合
と
再
生
を
促
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
井
手
の
下
帯
説
話
は
、
か
つ
て
今
井
源
衛
氏
が
示
唆
さ
れ
た
如
く
、
井
手
の

地
の
水
汲
む
女
達
が
水
汲
み
の
場
で
作
り
上
げ
、
語
り
継
い
で
き
た
話
で
あ
っ

た
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
れ
が
旅
人
に
よ
っ
て
都
に
持
ち
運
ば
れ
、
王
朝
文
学
サ
ロ

ン
の
中
で
歌
語
り
と
し
て
成
長
し
て
ゆ
く
に
は
、
歌
枕
「
井
手
」
の
名
声
が
是

非
共
必
要
で
あ
っ
た
。
「
下
帯
説
話
」
の
新
生
は
、
舞
台
に
井
手
の
地
を
得
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
『
大
和
物
語
』
一
六
九
段
の
中
断
形
式
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
述
べ
る
余
裕

を
持
た
な
い
。
た
だ
、
前
述
の
如
く
、
帯
に
は
「
め
ぐ
り
逢
い
」
の
イ
メ
ー
ジ



が
あ
り
、
「
内
舎
人
な
り
け
る
男
」
と
井
手
の
少
女
が
井
水
の
ほ
と
り
で
再
会

し
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
中
断
形
式
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
後
に
男

の
再
度
の
求
婚
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
「
井
の
も
と
」
は
、

ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
と
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
の
神
婚
説
話
以
来
、
男
女
の
出
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

い
、
結
婚
の
場
と
考
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
結

末
こ
そ
、
こ
の
話
を
作
り
上
げ
、
語
り
っ
い
で
き
た
と
思
わ
れ
る
「
水
の
女
」

達
の
、
切
な
る
願
い
の
反
映
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

注
¢
吉
井
巌
「
崇
神
王
朝
の
始
祖
伝
承
と
そ
の
変
遷
」
『
萬
葉
』
第
８
６
号
、
昭
和
４
９
．

　
ｕ
。
の
ち
『
天
皇
の
系
譜
と
神
話
』
二
　
所
収
。

　
　
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

　
　
守
屋
俊
彦
「
赤
猪
子
の
話
－
三
輸
伝
承
考
丁
」
『
日
本
書
紀
研
究
』
第
六
冊
、
昭

　
和
４
７
・
１
０
。
の
ち
『
古
事
記
研
究
－
古
代
伝
承
と
歌
謡
』
所
収
。

　
　
『
物
語
文
学
序
説
』
（
昭
和
１
７
、
青
磁
社
）
「
皿
々
山
の
話
」
。
の
ち
高
崎
正
秀
著
作

　
集
第
五
巻
所
収
。

　
　
「
上
代
鍛
冶
族
覚
書
－
頭
椎
之
大
刀
と
師
霊
を
め
ぐ
り
て
１
」
『
古
代
研
究
』
第

　
２
・
３
輯
合
併
号
、
昭
和
２
６
・
１
２
。
の
ち
高
崎
正
秀
著
作
集
第
一
巻
所
収
。

　
　
『
古
代
文
学
序
説
』
一
昭
和
４
３
、
桜
楓
社
二
一
七
七
－
二
七
九
頁
。

¢
　
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』
（
昭
和
４
７
、
角
川
書
店
）
三
二
六
頁
。

　
　
注
　
に
同
じ
。

　
＠
Ｏ
　
日
本
歴
史
地
名
大
系
３
０
『
奈
良
県
の
地
名
』
一
昭
和
５
６
、
平
凡
杜
）
四
一
九

　
頁
。

＠
　
折
口
信
夫
『
国
文
学
』
、
全
集
第
十
四
巻
所
収
。

　
　
　
　
水
辺
の
求
婚

＠
　
『
神
話
の
原
像
』
一
昭
和
４
４
、
岩
崎
美
術
社
一
一
七
三
；
一
七
四
頁
。

＠
　
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
と
儀
礼
の
研
究
』
一
昭
和
４
０
、
岩
波
書
店
）
四
四
九
－
四
五

　
〇
頁
、
四
六
八
－
四
七
〇
頁
。
お
よ
び
注
¢
の
書
、
三
二
九
工
二
三
四
頁
。

＠
　
注
　
に
同
じ
。

＠
　
引
用
は
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。

＠
　
『
水
の
伝
説
』
（
昭
和
３
９
、
雪
華
杜
）
一
九
六
－
二
〇
一
頁
。

＠
　
「
井
手
の
下
帯
の
段
の
生
成
－
神
婚
説
話
の
影
－
」
『
解
釈
』
第
３
４
巻
第
－
号
、
昭

　
和
６
３
・
１
。
の
ち
『
大
和
物
語
の
考
証
的
研
究
』
所
収
。

＠
　
日
本
歴
史
地
名
大
系
２
６
『
京
都
府
の
地
名
』
（
昭
和
５
６
、
平
凡
社
）
二
二
〇
頁
。

＠
　
乾
幸
次
『
南
山
城
の
歴
史
的
景
観
』
一
昭
和
６
２
、
古
今
書
院
）
六
九
頁
。

＠
　
『
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
』
一
昭
和
５
６
、
武
蔵
野
書
院
）
四
九
〇
－
四
九
二
頁
。

ゆ
　
「
吉
野
の
童
女
－
吉
野
連
の
伝
承
－
」
『
甲
南
国
文
』
第
２
３
号
、
昭
和
５
１
．
３
。
の

　
ち
『
古
事
記
研
究
！
古
代
伝
承
と
歌
謡
１
』
所
収
。

ゆ
ゆ
　
黒
沢
幸
三
「
蟹
満
寺
縁
起
の
源
流
と
そ
の
成
立
－
民
話
の
伝
説
化
」
『
国
語
と

　
国
文
学
』
第
４
５
巻
第
９
号
、
昭
和
４
３
・
９
。
の
ち
『
日
本
古
代
の
伝
承
文
学
の
研

　
究
』
所
収
。

ゆ
　
「
蛇
知
耳
入
の
源
流
－
「
綜
麻
形
」
解
読
に
関
し
て
－
」
『
国
語
国
文
』
第
２
３
巻
第
９

　
号
、
昭
和
２
９
・
９
。
お
よ
び
「
古
事
記
に
於
け
る
内
部
言
語
形
成
の
問
題
」
『
古
事

　
記
大
成
』
第
三
巻
（
昭
和
３
７
、
平
凡
社
一
所
収
。

＠
　
拙
稿
「
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
神
婚
説
話
」
『
同
志
社
国
文
学
』
第
４
号
、
昭

　
ｎ
一
４
　
　
　
　
　
ｏ

　
　
　
・
　
ｏ
ｏ

　
壬
↑
４

ゆ
　
注
ゆ
に
同
七
。

ゆ
　
「
大
和
物
語
評
釈
・
五
十
六
　
井
手
の
下
帯
」
『
国
文
学
』
第
１
２
巻
第
５
号
、
昭
和

　
つ
Ｌ
　
　
　
　
　
０

　
４
．
４

ゆ
　
拙
稿
「
井
筒
に
か
け
た
愛
－
伊
勢
物
語
二
十
三
段
考
ロ
ー
」
大
阪
成
躁
女
子
短
期

　
大
学
研
究
紀
要
』
第
３
１
号
、
平
成
６
・
３
。

一
一
七
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